
茅ケ崎中央病院 救急センター

診療費について

３６５日２４時間対応 ☎０４６７（８６）６５３０

昼間帯は原則、即日精算となりますが、会計の決定に
時間を要する場合などのほか、夜間帯の診療費用に
ついては、預かり金にてご請求させていただきます。
ご理解・ご了承いただきますようお願い申し上げます。

受診に必要なもの

全ての受診者 健康保険証

再診の場合 診察券

持病がある方 お薬手帳または処方箋

高齢の方など 高齢受給者証、公費受給者証など

救急診療についてのご案内

診察券

●●●●●病院●●●●●クリニック●●●●●病院カルテNo.
氏　　  名
生年月日

キ
リ
ト
リ

胆
石
・
腸
閉
塞
か
ら

身
近
な
熱
中
症
ま
で

救
急
医
療
と
は

　
「
国
内
の
全
患
者
の
う
ち
、

40
％
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の

は
『
救
急
患
者
』
で
す
。
こ

の
救
急
患
者
数
（
65
歳
以
上

は
、
そ
の
57
％
を
占
め
て
い

る
）
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
全
国
の
救
急
搬
送
患
者
件

数
は
５
５
０
万
件
を
超
え
て
い

ま
す
。そ
し
て
そ
の
約
半
数
は
、

入
院
治
療
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
院
（
茅
ケ
崎
中
央
病
院
）

で
は
、
今
年
４
月
１
日
よ
り
外

科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、

循
環
器
内
科
な
ど
の
診
療
科
目

を
加
え
た
“
総
合
病
院
”
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
が
、

茅
ヶ
崎
周
辺
地
域
に
お
け
る
救

急
医
療
へ
の
さ
ら
な
る
貢
献
の

た
め
に
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

附
属
浦
安
病
院
・
救
急
診
療
科

の
ご
協
力
も
受
け
、『
救
急
セ

ン
タ
ー
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

骨
折
、
ま
た
は
「
褥
瘡
」
な
ど
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
診
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
で
は
、
病
状
に
よ
っ

て
、
救
急
診
療
科
の
医
師
の
判
断

に
基
づ
き
、
院
内
の
各
診
療
科
外

来
や
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
受
診

を
指
示
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

同
院
で
は
、
可
能
な
限
り
迅
速

に
、
そ
し
て
適
切
な
治
療
を
心
掛

け
た
対
応
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
外
来
ス
タ
ッ
フ
は
、「
受
診

の
際
に
は
、
事
前
の
お
電
話
の
上

で
ご
来
院
い
た
だ
き
ま
す
と
、
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
診
察
を
お
受
け
い

た
だ
け
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
搬
送
だ
け
で
な
く
、
施
設

か
ら
や
ご
自
身
で
の
救
急
受
診
は

茅
ケ
崎
中
央
病
院
の
ご
利
用
を
。

　

例
え
ば
、
消
化
器
外
科
の
領
域

で
は
、「
消
化
管
出
血
」「
腹
膜

炎
」「
腸
閉
塞
」「
ヘ
ル
ニ
ア
陥
頓
」

「
急
性
腹
症
」
な
ど
の
緊
急
処
置
・

手
術
を
要
す
る
疾
患
の
対
応
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
・
心
血
管
疾
患
で
は
、
同
じ

医
療
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
「
湘
南
東

部
総
合
病
院
」
や
循
環
器
専
門
の

「
大
和
成
和
病
院
」
と
連
携
し
た

診
療
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
老
人
ホ
ー
ム
や

介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
か
ら
の

救
急
受
診
で
は
、
高
齢
者
に
多
い

「
心
不
全
」「
心
・
脳
血
管
障
害
」

「
誤
嚥
性
肺
炎
」「
経
口
摂
取
不
良
・

嚥
下
障
害
」「
尿
路
感
染
症
」「
胃

腸
炎
」
へ
の
対
応
の
ほ
か
、「
大

腿
頚
部
骨
折
」
な
ど
の
外
傷
性

医
療
機
関
」
と
し
て
、
救
急
担

当
医
が
常
時
待
機
し
、
24
時
間

３
６
５
日
の
救
急
医
療
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
歩
い
て
受
診
で
き
る
人

か
ら
、
心
肺
停
止
や
意
識
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
緊
急
性
の
高
い
内
容
ま
で
、
幅

広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
内
科
的
疾

患
、
外
科
的
疾
患
、
整
形
外
科
的

疾
患
、
脳
外
科
的
疾
患
の
ほ
か
、

眼
科
的
お
よ
び
耳
鼻
科
的
疾
患
に

及
び
ま
す
。

　

救
急
医
療
は
、【
一
次
救
急
／

入
院
の
必
要
が
な
い
も
の
】【
二

次
救
急
／
入
院
・
手
術
を
必
要
と

す
る
も
の
】【
三
次
救
急
／
重
症

患
者
、
高
度
専
門
医
療
を
必
要
と

す
る
も
の
】
に
分
か
れ
、
国
内
の

各
医
療
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
っ
て
診
療
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
の
市
街
地
に
あ
る
茅

ケ
崎
中
央
病
院
は
、「
二
次
救
急

　
一
般
の
救
急
外
来
か
ら
救
急
車
搬
送
、

　
　
　
　
　
　  

施
設
入
居
の
高
齢
者
も
対
応

　

今
年
４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
で
は
、
救
急
医
療
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
救
急
車
で
運
ば
れ
て（
救
急
搬
送
で
）の
受
診
の
ほ
か
、一
般
向
け
の
救
急
外
来（
自
ら
病
院
へ
行
っ
て
、

救
急
外
来
を
受
診
す
る
）や
、地
域
の
高
齢
者
施
設
か
ら
の
救
急
受
診
も
受
け
入
れ
、診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、同
院
の
救
急
医
療
の
中
枢
で
あ
る「
救
急
セ
ン
タ
ー
」と
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。     〈
取
材
協
力
〉

●日本肝胆膵外科学会 名誉指導医
●日本外科学会 指導医・専門医
●日本消化器外科学会 指導医・専門医
●日本消化器病学会 指導医・専門医
●日本消化器内視鏡学会 専門医
●日本消化器外科学会
  　　　　　消化器がん外科治療認定医
●インフェクションコントロールドクター（ICD）
●日本医師会 認定産業医
●臨床研修指導医
●医学博士
●湘南医療大学 保健医療学部 教授

茅ケ崎中央病院
救急センター長
外科部長

緑川 武正副院長緑川 武正副院長

茅ケ崎中央病院 検索

設置機関等

24時間365日対応の救急外来
診察 月～土 【午前の部】９：００から 【午後の部】１４：００から

がんを的確にとらえる
PETｰCT

４月１日、リニューアル

しました！
開院

診療科目
■総合診療科      ■循環器内科
■人工透析内科  ■放射線科
■外科    　　　  ■消化器外科 
■整形外科
■脳神経外科
■耳鼻咽喉科     ■眼科    ■皮膚科
■リハビリテーション科

NEW
NEW

ふれあいグループ

茅ケ崎中央病院
医療法人社団 康心会

茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３　☎０４６７‒８６‒６５３０（代）

■「サイバーナイフセンター」
■「聴覚・人工内耳センター」
■「腫瘍検査センター」
　（PETーCT）
■「内視鏡センター」
　（上部・下部） ほか

サイバーナイフでの
放射線治療（イメージ）
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ココ
ナーシングホーム
元町
ナーシングホーム
元町

ふれあい
の森

湘南
ふれあいの園
湘南東部

湘南
ふれあいの園
湘南東部

ふれあいの丘

東海道線東海道線

相
模
線

JR東海道線・茅ケ崎駅北口から徒歩５分
国道１号の信号「茅ヶ崎駅前」交差点すぐ

アクセス

　

当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
緊
急
治

療
、
緊
急
入
院

治
療
等
を
要
す

る
二
次
救
急
に
、

一
部
、
三
次
救
急

を
加
え
た
救
急

医
療
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

検
査
機
器
で

は
、
最
先
端
の
医

療
検
査
機
器
と

し
て
、
３
２
０

列
Ｃ
Ｔ
や
、
内

視
鏡
検
査
器
具
、

高
画
質
・
低
被
爆
（
30
％
減
）・

短
時
間
（
10
分
）
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱

Ｃ
Ｔ
、
血
管
撮
影
な
ど
を
導
入

し
、
治
療
機
器
に
お
い
て
は
、

新
た
に
外
科
手
術
用
３
Ｄ
内
視

鏡
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
も
導
入

い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
の
救
急
患
者
さ
ま
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
高
齢
者
施
設

か
ら
の
救
急
患
者
さ
ま
も
積
極

的
に
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
当
院
の
救
急
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」。

　
「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に

次
の
よ
う
な
救
急
治
療
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

茅ケ崎中央病院（１階正面）

救急処置室（一部）

320列ＣＴ

救
急
車
専
用
の
入
口

救 急 医 療 参照：厚労省資料

一次救急とは…
入院や手術をともなうもので
はなく、「休日夜間急患セン
ター」などが該当

三次救急とは…
心肺停止・多発外傷などに
対応する医療で、「救命救急
センター」などが該当

二次救急とは…
入院や手術を要する
症例に対する医療

救急車の搬送口救急車の搬送口

▽
広
範
囲
な
蜂
窩
織
炎
　
な
ど

＊
緊
急
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
手
術
治
療

を
要
す
る
病
態
で
は
、
湘
南
東
部
総
合

病
院
や
大
和
成
和
病
院
と
の
連
携
治
療

▽
消
化
器
疾
患

胆
石
胆
嚢
炎
、
膵
炎
、
消
化
管

穿
孔
、
消
化
管
出
血
、
腸
閉
塞
、

急
性
虫
垂
炎
等
の
急
性
腹
症

▽
脳
・
心
血
管
等
疾
患

▽
骨
折
等
の
整
形
外
科
的
疾
患

▽
点
滴
治
療
等
を
要
す
る
熱
中
症

▽
誤
嚥
性
肺
炎
等
の
呼
吸
器
疾
患

▽
腎
盂
腎
炎
・
膀
胱
炎
等
の

　
尿
路
感
染
症

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
茅
ケ
崎
中
央
病
院

24
時
間
３
６
５
日
対
応
の「
救
急
セ
ン
タ
ー
」

救
急
医
療
が
さ
ら
に
充
実
！

救急センターより
茅ケ崎中央病院

取材協力／緑川武正センター長
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５
分
で
あ
り
、
車
で
は
、
国

道
１
号
「
茅
ヶ
崎
駅
前
」
交

差
点
近
く
な
の
で
、
ア
ク
セ

ス
が
良
好
で
す
。

安
全
で
使
い
や
す
い
居
室

　

毎
日
過
ご
す
居
室
に
は
、

全
て
カ
ー
ド
キ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
手

に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人

で
も
施
錠
し
や
す
く
、
さ
ら

に「
生
活
リ
ズ
ム
セ
ン
サ
ー
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
守
り
つ

つ
、
緊
急
時
に
は
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

水
回
り
に
も
配
慮
し
、

キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
・
浴
室

の
ほ
か
、
洗
濯
機
ス
ペ
ー
ス

も
確
保
さ
れ
た
設
計
に
な
っ

て
い
ま
す
。

■
入
居
対
象

　
〈
自
立
〉〈
要
支
援
１
〜
２
〉

〈
要
介
護
１
〜
５
〉
の
幅
広

い
高
齢
者
が
入
居
可
能
。
今

元
気
で
こ
の
先
、
介
護
や
医

療
サ
ポ
ー
ト
（
胃
ろ
う
や
人

工
透
析
な
ど
）
が
必
要
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
原
則
、

入
居
時
の
居
室
の
ま
ま
で
生

活
で
き
、
転
居
や
退
去
の
不

安
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
記

「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
へ
。

ラ
イ
フ
を
提
供
し
続
け
て
い

ま
す
。医

療
＋
介
護
の
充
実

　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る

新
し
い
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の

園
」
は
、
同
じ
建
物
に
地
域

病
院
（
医
療
法
人
社
団
康
心

会
茅
ケ
崎
中
央
病
院
）
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
院
に
は
、
県
内
で
も
有

数
の
症
例
数
を
誇
る
耳
鼻
咽

喉
科
や
眼
科
の
ほ
か
、
が
ん

の
検
査
に
特
化
し
た
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ー
Ｃ
Ｔ
、
人
工
透
析
治

療
、
今
春
か
ら
本
格
化
し
て

い
る
救
急
医
療
、
消
化
器
外

科
な
ど
に
加
え
、
新
た
に
開

設
し
た
整
形
外
科
、
脳
神
経

外
科
、
さ
ら
に
放
射
線
治
療

装
置
・
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
を

導
入
し
、
高
齢
者
に
対
す
る

最
先
端
の
治
療
に
必
要
な
環

境
が
備
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

将
来
の
健
康
に
つ
い

て
、
不
安
を
抱
え
る
こ

と
な
く
、
安
心
し
て
暮

す
こ
と
が
で
き
る
環
境

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
近
で
便
利
な
立
地

　

さ
ら
に
立
地
も
抜

群
！
デ
パ
ー
ト
や
飲
食

店
、
旅
行
代
理
店
、
都

市
銀
行
な
ど
が
立
ち
並

ぶ
茅
ケ
崎
駅
ま
で
徒
歩

　
今
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
の
ビ

ル
の
上
層
階
に
、
介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
「
湘
南
ふ
れ

あ
い
の
園
」
が
移
転
し
、
今

夏
（
予
定
）、グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
、
神
奈
川
県
お
よ
び

東
京
都
で
計
11
棟
を
展
開
し

て
い
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
シ

リ
ー
ズ
は
、
１
９
８
６
（
昭

和
61
）
年
に
こ
の
茅
ヶ
崎
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、開
設
以
来
、

医
療
と
介
護
の
徹
底
し
た
連

携
で
、
安
心
感
あ
る
シ
ニ
ア

　

○
…
脳
神
経
外
科
部
長
を
務

め
、
外
来
診
療
は
月
・
火
・
水
・

金
曜
日
の
各
午
前
を
担
当
。
主

に
頭
部
外
傷
、脳
血
管
障
害
（
脳

梗
塞
・
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出

血
な
ど
）、
脳
腫
瘍
（
髄
膜
腫
・

神
経
膠
腫
・
下
垂
体
腺
腫
な
ど
）、

水
頭
症
、
て
ん
か
ん
を
扱
い
、

救
急
外
来
の
担
当
や
当
直
医
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
今
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
つ
い
て
、

「
各
診
療
科
が
お
互
い
に
協
力
的

で
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
も
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
、患
者
さ
ま

に
と
っ
て
よ
り
良
い
医
療
環
境

だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

そ
の
分
析
力
は
的
確
で
、「
こ
こ

ま
で
で
き
る
と
い
う
現
状
を
把

握
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
補
っ

て
い
く
べ
き
内
容
も
見
極
め
ら

れ
る
の
で
、
次
へ
の
課
題
を
見

つ
け
、常
に
飛
躍
し
続
け
る
『
無

限
の
可
能
性
』
を
も
つ
現
場
と

し
て
、日
々
大
き
な
意
欲
を
も
っ

て
臨
ん
で
い
ま
す
」。

　

○
…
同
院
が
所
属
す
る
「
ふ

れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
は
、医
療
の

ほ
か
保
健
・
介
護
・
福
祉
・
教

育
に
わ
た
っ
て
社
会
貢
献
を
し

て
い
ま
す
。
杉
山
医
師
は
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
同
グ

ル
ー
プ
の
湘
南
医
療
大
学
（
横

浜
市
戸
塚
区
）
で
、
脳
血
管
障

害
や
脳
腫
瘍
に
関
す
る
専
門
講

義
も
担
当
。
理
学
療
法
士
な
ど

を
目
指
す
学
生
に
、
貴
重
な
現

場
体
験
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

○
…
「
グ
ル
ー
プ
の
特
性
を

フ
ル
に
活
か
し
た
『
チ
ー
ム
医

療
』
の
実
践
を
考
え
て
い
ま
す
。

院
内
で
は
診
療
科
の
垣
根
を
越

え
た
協
力
体
制
、
病
院
間
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
活
か
し
た

医
療
連
携
、
業
種
間
で
は
大
学

で
次
世
代
の
人
材
育
成
と
い
う

大
き
な
チ
ー
ム
で
地
域
医
療
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

真
摯
に
語
り
、「
担
当
科
は
脳
神

経
外
科
で
す
が
、
そ
の
専
門
性

に
関
わ
ら
ず
、
患
者
さ
ま
が
訴

え
る
症
状
や
治
療
の
必
要
性
が

あ
る
も
の
に
、
積
極
的
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
、
優
し
い
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま

し
た
。

杉山 誠 医師
 （すぎやま まこと）　　　　

茅ケ崎中央病院
【脳神経外科】

日本脳神経外科学会 専門医
日本脳卒中学会 専門医
日本内分泌学会 内分泌代謝科専門医
日本プライマリ・ケア連合学会 認定医・指導医
日本救急医学会 ICLS インストラクター
日本外傷診療研究機構 JATECインストラクター

  

飛
躍
し
続
け
る
新
病
院
で

     

診
療
科
や
業
種
を
越
え
た
連
携
を
実
践

こ
の「
人
」に
聞
く

＝
同
事
業
所
に
て

電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る

市
・
平
塚
市
な
ど
に
住
む
利
用
者

か
ら
の
介
護
相
談
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
こ
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
は
、
同
院
に
通
う
患
者
に
限
ら

ず
、
利
用
で
き
ま
す
。「
ご
自
宅

で
生
活
し
て
い
る
地
域
の
ご
高
齢

者
が
、介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
、
保
健
・
福

祉
・
医
療
と
連
携
し
な
が
ら
、
介

護
の
悩
み
や
不
安
を
抱
い
て
い
る

地
域
の
人
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
か
、
ど
の
く
ら

い
の
頻
度
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

い
か
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
検
討

に
入
り
ま
す
。

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支

援
専
門
員
）
が
、
介
護
の
相
談
や

介
護
保
険
の
申
請
代
行
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
計
画
書

の
作
成
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
介
護
保
険
」
を

使
っ
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず

は
住
民
票
が
あ
る

行
政
に
「
要
介
護

認
定
」
の
申
請
を

行
な
い
、
ケ
ア
プ

思いやりがあるケアマネジャーがそろっている

介
護
保
険
利
用
の
手
始
め
に

　
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
で

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
の
中
に
あ
る
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
で
は
、
院
内

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
常
駐
し
、
医
師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・
栄

養
士
な
ど
と
密
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
在
宅
生
活
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

所
属
グ
ル
ー
プ
に
は
、『
通
所

リ
ハ
ビ
リ
』『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
』『
訪

問
看
護
』『
訪
問
介
護
』『
短
期
入

所
療
養
介
護
』
な
ど
の
幅
広
い
在

宅
サ
ー
ビ
ス
が
そ
ろ
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
調
整
は
円
滑
に
進
め
ら

れ
ま
す
。
ご
利
用
者
さ
ま
お
一
人

お
ひ
と
り
が
、
本
当
に
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
」

　
患
者
だ
け
で
な
く

　
　
地
域
の
介
護
相
談
に
対
応

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
茅
ヶ
崎

市
行
谷
）
の
中
に
は
、
こ
の
「
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
」
が
あ
り
、

ベ
テ
ラ
ン
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
、
茅
ヶ
崎
市
・
寒
川
町
・
藤
沢

　  
入
院
中
か
ら
退
院
後
の

        
自
宅
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　

特
に
、
同
院
に
入
院
ま
た
は
通

院
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
利
用

し
や
す
く
、
院
内
に
事
業
所
が
あ

る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
同
院
の
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
の
入
院

の
場
合
、
入
院
中
か
ら
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、
主
治
医
や
病
棟
看
護

師
、
相
談
員
、
リ
ハ
ビ
リ
科
、
栄

養
科
と
連
携
し
て
、
退
院
後
の
生

活
を
想
定
し
な
が
ら
、
自
宅
で
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
内
容
を
調
整
し
て

い
き
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

が
自
宅
へ
訪
問
し
、
手
す
り
や
段

差
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
、
退
院
に
向
け
た
不
安

の
解
消
が
図
れ
ま
す
。

　

同
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
退
院
後
の
在
宅
生
活
へ
の
準
備

を
含
め
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
必
要
な
情
報
を
入
院
中
か
ら

提
供
し
て
い
く
こ
と
も
行
な
っ
て

　
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

　
　
　
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　
（
続
く
）「
私
た
ち
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま

れ
る
事
業
所
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
架
け
橋
と
な
れ
る
よ

う
に
湘
南
エ
リ
ア
に
密
着
し
、
気

軽
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る

存
在
に
な
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
『
こ
の
頃
、
も
の
忘
れ
が
多
い

な
ぁ
』『
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

体
が
不
自
由
だ
』『
介
護
に
疲
れ

た
』
な
ど
と
思
う
時
は
、
お
一
人

で
悩
ま
ず
、
当
事
業
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
笑
顔
あ
る
暮
ら
し
が

続
く
よ
う
に
、
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
、
誠
意
を
も
っ
て
お
手

伝
い
い
た
し
ま
す
」。

 0467‐53‐0900

 0467‐53‐4012
hokuryo-cm@fureai-g.or.jp

居宅介護支援事業所茅ケ崎新北陵病院

直通電話

直通FAX

メール

祝日を除く月～土曜日の
８：４５～１７：１５（ ） 1Fに

あります

東海道線

相
模
線
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茅ケ崎駅

ロッテリアロッテリア

ラスカ
スルガ銀行スルガ銀行

郵便局郵便局

公園
茅ヶ崎市役所茅ヶ崎市役所 東横イン東横イン

洋服の青山洋服の青山

文化会館文化会館

モスバーガーモスバーガー
中南信金中南信金

スズキアリーナスズキアリーナ

湯快爽快

イオン
スタイル
イオン
スタイル

茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

イオン

ココドコモ
ショップ
ドコモ
ショップ

ガストガスト横浜銀行横浜銀行
みずほ銀行みずほ銀行

※現在の「湘南ふれあいの園」施設概要
類型：介護付有料老人ホーム、神奈川県指定介護保険特定施設（事業所番号：第１４７２４００３４８号）、特定施設入居者生活介護事業者（２０００年３
月２８日指定）、介護予防特定施設入居者生活介護事業者（２００６年４月１日指定）／敷地面積２，４７０．０６㎡、延床面積３，３６３．１０㎡、鉄筋コンクリー
ト造（地下１階・地上７階建）／土地・建物の権利形態：通常貸家契約（２０年以上の長期賃貸借契約締結済）自動更新条項あり、住居の権利形態：利用
権方式（返還金制度あり）／総居室数４８室（定員９４名）／居室設備：バス・トイレ・ミニキッチン・ナースコール・インターホン・クローゼット（一部なし）・
バルコニーまたはサンルーム・ランドリースペース・空調・照明・テレビ回線・電話回線など、共用施設：食堂・応接ラウンジ・機能訓練室・大浴場・和室・茶
室・庭園・特別機械浴室・一時介護室・デイルーム・談話コーナーなど／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／開設日：１９８６年１２月１日／所在地：神奈
川県茅ヶ崎市茅ヶ崎２－２－３、アクセス：ＪＲ東海道線茅ケ崎駅徒歩５分／入居対象：原則６５歳以上の自立者および要支援・要介護の認定者 （現在のホーム）茶室

現在の「湘南ふれあいの園」で

体験入居をご案内中！体験入居をご案内中！

（現在のホーム）
 ラウンジへの階段新ホームとは異なる

居室になりますが、
当ホームのスタッフによる
心を込めた介護や
ケアをご体感ください。

１１，０００円 新しいホームは
只今建設中のため、

現在のホームで入居生活に
 ついてご体感いただきます。

☎０467-86-6534
湘南ふれあいの園

MAP

見学・個別相談は今すぐお電話で！ ２０２０年８月　　　　（予定）グランドオープン！ １泊
３食付

人工透析治療も階下の病院で受けられる

33階階
～～
９９階階

介護付有料老人ホーム介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

　
　

 
生
き
生
き
と
安
心
し
て

                 

自
宅
生
活
を
送
る
た
め
に

院
内
に
あ
る「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」を
紹
介

元気な方から介護が必要な方まで
全ての方に快適な暮らしをお約束

見学・個別相談を受付中

介護付有料老人ホーム・湘南ふれあいの園
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病院アクセス湘南東部総合病院
☎０４６７‒58‒2700外来（通院）透析

☎０４６７‒83‒6200入院透析

国道１号から寒川方面、左折して県道４４号にある
案内看板にしたがって左方面の道へお進みください

茅ケ崎駅北口のミニストップの斜め前にある
シャトルバス乗り場からご乗車ください（無料）

通院透析患者さま専用の
無料送迎バスをご利用ください

お車

電車

透析
患者さま

茅ヶ崎市西久保500

※見学をご希望の際は、こちらへお電話を。
［　 　］透析センター

直通

［　 　］医療社会
サービス部 茅ケ崎駅

新湘南バイパス
44

ラスカラスカ

茅ヶ崎中央インター

ミニストップ

モスバーガー
茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前 シャトル

バス
乗り場

シャトル
バス
乗り場

文化会館文化会館
茅ヶ崎市役所茅ヶ崎市役所

郵便局郵便局

公園

茅ケ崎中央病院

1

ココ イオン

スルガ銀行スルガ銀行
ガストガスト

透析治療担当（腎臓内科）の徳田崇利医師（左）と
透析看護認定看護師の井上美津子看護責任者

最も回復が見込まれる時期に効果的なリハ
ビリテーションを専門療法士が実施している

病棟カンファレンスでも多職種の連携が見られる

透
析
セ
ン
タ
ー（
下
）と
在
籍
ス
タ
ッ
フ（
右
）

　
「
透
析
看
護
認
定
看
護

師
」
の
資
格
を
も
つ
井
上

美
津
子
看
護
責
任
者
（
透

析
セ
ン
タ
ー
所
属
）
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
（
井
上
看
護
師
）「
当
院

の
透
析
セ
ン
タ
ー
で
は
、

安
全
な
透
析
治
療
を
実
施

す
る
こ
と
を
第
一
と
し
、

患
者
さ
ま
の
生
活
を
と
も

に
考
え
、
お
支
え
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

透
析
患
者
さ
ま
は
、
動
脈
硬
化

や
心
臓
機
能
障
害
に
よ
る
脳
卒

中
、
骨
の
も
ろ
さ
、
関
節
の
し
び

れ
・
痛
み
、
呼
吸
器
機
能
障
害
な

ど
の
合
併
症
が
出
て
き
ま
す
。

　

合
併
症
に
よ
る
寝
た
き
り
や
日

　

ま
た
、
さ
ら
に
重
要
な
も
の

に
、「
入
院
透
析
」
が
あ
り
ま
す
。

　

外
来
通
院
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
や
、
腎
臓
以
外
に
他
の
病

気
が
発
生
し
た
時
な
ど
は
、
同

院
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
入
院

治
療
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
同
院
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門

病
棟
で
あ
る
「
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
で
は
、

骨
折
や
脳
血
管
障
害
後
の
患
者
が

中
心
（
対
象
と
な
る
疾
患
あ
り
）

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
急
性
期
治

療
後
に
最
も
回
復
が
見
込
ま
れ
る

大
事
な
時
期
に
、
人
工
透
析
治
療

を
行
な
い
な
が
ら
、
集
中
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施

で
き
る
こ
と
は
、大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
あ
り
、
同
院
が
得
意
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

医
２
名
の
ほ
か
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
国
家
資
格
で
あ
る「
理

学
療
法
士
」「
作
業
療
法
士
」「
言

語
聴
覚
士
」
は
90
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
お
り
（
２
０
２
０
年
５
月
現
在
）、

　

そ
こ
で
、
湘
南
東
部
総
合
病
院

で
は
、「
総
合
病
院
」
と
し
て
の

利
点
を
活
か
し
て
、
合
併
症
の
早

期
発
見
と
、
他
診
療
科
や
多
職
種

と
の
連
携
を
密
に
行
な
い
、
迅
速

な
治
療
を
進
め
て
い
ま
す
。
人
工

透
析
治
療
の
専
門
医
は
も
ち
ろ

ん
、
シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
「
透
析

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
人
工
透
析
を

必
要
と
す
る
患
者
に
対
し
、
導
入

期
、
保
存
期
、
そ
し
て
維
持
透

析
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
初
期
段

階
か
ら
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
は

上
が
り
、
透
析
患
者
に
と
っ
て
、

動
脈
硬
化
や
石
灰
化
が
原
因
と

な
る
狭
心
症
な
ど
の
「
虚
血
性

心
疾
患
」
や
、
脳
梗
塞
な
ど
の

「
脳
卒
中
」
の
危
険
性
は
高
ま
り

ま
す
。

　

腎
臓
を
患
い
、
人
工
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
心
臓
や
脳
の
血
管

の
病
気
を
合
併
す
る
リ
ス
ク
は
高
く
、
湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
幅
広
い
診
療
科

が
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、
透
析
治
療
を
進
め
な
が
ら
、
脳
血
管
障
害
な
ど
に

対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

常
生
活
の
活
動
低
下
に
は
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
と
考
え

て
い
ま
す
。
時
間
と
と
も
に
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

の
患
者
さ
ま
が
身
体
機
能
を
回
復

さ
れ
て
い
る
ご
様
子
は
、
私
た
ち

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
大

き
な
喜
び
で
す
。

　

こ
れ
を
糧
に
、
人
工
透
析
治
療

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要

と
す
る
患
者
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族

が
、
よ
り
良
い
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
多
種
職
の
連
携

を
活
か
し
た
支
援
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
」。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　
　

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
透
析
セ

ン
タ
ー
で
は
、
26
床
の
透
析
ベ
ッ

ド
の
設
置
が
あ
り
、
月
～
土
曜
日

の
午
前
・
午
後
の
２
ク
ー
ル
で
、

血
液
透
析
治
療
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
長
期
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
症
に
効

果
的
な
「
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ

（
血
液
ろ
過
透
析
）」
を
採
用
し
、

同
院
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
誕
生
月
の

バ
ー
ス
デ
ー
検
査
」（
エ
コ
ー
・

骨
密
度
・
Ａ
Ｂ
Ｉ
な
ど
）
や
、シ
ャ

ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
（
シ
ャ
ン
ト
エ

コ
ー
・
必
要
時
に
造
影
）
な
ど
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

透
析
通
院
に
は
、
専
用
の
送
迎

バ
ス
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
同
院
の
「
透
析
セ
ン

タ
ー
」
ま
た
は
「
医
療
社
会
サ
ー

ビ
ス
部
」
ま
で
ご
連
絡
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

透
析
患
者
の
脳
血
管
障
害
・
心
疾
患
リ
ス
ク

多
職
種
が
力
を
合
わ
せ
て
合
併
症
の
対
策

専
属
の
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
は
総
勢
90
名
！

救
急
や
専
門
医
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

実
際
に
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
死

亡
す
る
透
析
患
者
の
割
合
は
多
い

で
す
＝
左
グ
ラ
フ
参
照
。

日本透析医学会「慢性透析患者 死亡原因と性別,2018」より

23.5％
心不全
3.6％
心筋梗塞

6.0％
脳血管障害

21.3％
感染症

8.4％
悪性腫瘍

その他／
不明

透析患者の死因

心疾患・
脳血管障害
の割合が多い

で
き
る
血
管
外
科
の
常
勤
医
や
、

24
時
間
体
制
で
救
急
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
自

宅
で
緊
急
を
要
す
る
症
状
が
発
生

し
た
場
合
で
も
、
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
環
境
で
す
。

　

超
急
性
期
の
脳
卒
中
に
関
し
て

は
、
専
門
で
あ
る
脳
神
経
外
科
医

師
が
待
機
し
ま
す
。

患
者
の
一
日
も
早
い
自
宅
復
帰
・

社
会
復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
の
数
は
、
こ
の
10
年
で

お
よ
そ
２
．
２
倍
（
保
険
局
医
療

課
の
資
料
よ
り
）
に
増
加
し
、
社

会
的
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
人
工
透

析
中
に
行
な
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
特
に
必
要
性
が
高
い

も
の
で
す
。

　

同
院
の
透
析
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ま
の

回
復
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
」
と
日
々
、
奮
闘
が
続
い
て
い

ま
す
。

「
総
合
病
院
」
だ
か
ら
で
き
る
切
れ
目
の
な
い
治
療

多
職
種
チ
ー
ム
で
支
え
る
透
析
治
療

リ
ハ
ビ
リ
に
よ
る
合
併
症
対
策
も
万
全

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院

特 集

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

問
合
せ

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖１‒６‒１１

☎0467-88-6611
茅ケ崎駅北口から徒歩１８分

サポートしている患者
さまが歩ける

ようになったり、『回復し
て退院できたよ』

というお言葉を頂戴した
時、できなかったことが

少しでもできるように
なった瞬間に、

感動とやりがいを感じ
ています。

リハビリの成果が出た時
は、達成感でいっぱいで

患者さまの回復を自分
のことのように

喜んでいます。こうし
たやりがいを感じるこ

と自体が、

『セラピスト』の仕事をし
ていく上で、大切なモチ

ベーションとなっていま
す。

サポートしている患者
さまが歩ける

ようになったり、『回復し
て退院できたよ』

というお言葉を頂戴した
時、できなかったことが

少しでもできるように
なった瞬間に、

感動とやりがいを感じ
ています。

リハビリの成果が出た時
は、達成感でいっぱいで

患者さまの回復を自分
のことのように

喜んでいます。こうし
たやりがいを感じるこ

と自体が、

『セラピスト』の仕事をし
ていく上で、大切なモチ

ベーションとなっていま
す。

卒業生セ
ラピス

ト
より

時代が求める
医療の職業

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士に
にご興味のある方は、
セラピスト養成校no本校へ！

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士に
ご興味のある方は、
セラピスト養成校の本校へ！

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

り
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
成
果
が
出

た
時
、
自
分
の
考
え
で
良
い
結
果

に
導
く
こ
と
が
で
き
た
時
は
達
成

感
が
あ
り
ま
す
。
心
か
ら
セ
ラ
ピ

ス
ト
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

瞬
間
で
す
。
患
者
さ
ま
の
回
復
は

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
、

こ
う
し
た
感
動
は
日
々
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

セ
ラ
ピ
ス
ト
を
目
指
す
な
ら
、

実
績
あ
る
同
校
で
！

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
医
療
セ
ラ
ピ
ス
ト

の
養
成
校
で
す
。
同
校
を
卒
業

し
、
現
在
、
医
療
現
場
で
活
躍
し

て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）

は
、患
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、

や
り
が
い
と
感
動
で
胸
を
満
た
す

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
（
同
校
卒
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
）「
患

者
さ
ま
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

問
合
せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿３９０

☎0467-86-6011
茅ケ崎駅からバス停「辻東」下車徒歩５分 茅ケ崎駅

1

新湘南バイパス

ココ

6／20   13：00～16：00

7／4   10：00～12：00

※状況により、開催中止となる場合がございます。必ずホームページまたはお電話でご確認の上、お申込み・ご来場ください。

学校説明会

入試説明会

公式ホームページ
または

下記お電話にて承ります

参加申込み
過去問題集を
プレゼント！！

来場者特典来場者特典

看護体験の実習があります♪

看護体験の実習があります♪

土

土

茅ヶ崎看護専門学校

♪♬

　

本
校
の
入
試
説
明
会
は
、毎
年
、

参
加
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
本

校
を
受
験
さ
れ
ま
す
。
学
力
試
験

の
傾
向
か
ら
、
面
接
試
験
の
ポ
イ

ン
ト
ま
で
、
し
っ
か
り
と
丁
寧
に

説
明
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

　

な
お
、
各
説
明
会
で
は
、
来
場

者
限
定
で
過
去
の
入
試
問
題
集
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
看
護
系
受
験

を
考
え
て
い
る
人
は
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
６

月
20
日
㈯
に
学
校
説
明
会
、
７
月

４
日
㈯
に
入
試
説
明
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
看
護
師
に

興
味
を
も
つ
高
校
生
や
、
看
護
職

へ
の
転
職
を
考
え
始
め
た
社
会
人

の
方
な
ど
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
看
護
学
校
を
詳
し
く
知
り
、

さ
ら
に
看
護
に
つ
い
て
も
学
べ
る

内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

横浜新道

東戸塚駅

ココ
問
合
せ

湘南医療大学

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃１６ｰ４８

☎045-821-0115
東戸塚駅西口から徒歩１２分

※ウイルス感染の拡大防止のために、開催方式を変更する場合がございます。
　詳しくは、ホームページでご確認の上、ご来場ください。

今年、受
験を検討

している
方や

高校１～
２年生、

保護者の
方まで、

本校の学
びをしっ

かりと知
ることが

できる良
い機会で

すので、

ぜひご参
加くださ

い。

オープン
キャンパス

６月２７日（土）

   開催！

●各学科の体験授業、実習体験
●過去問題を使った
  入試対策説明会
●学内見学ツアー
●学生トークライブ など

●各学科の体験授業、実習体験
●過去問題を使った
  入試対策説明会
●学内見学ツアー
●学生トークライブ など

数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
学
科
の
体
験
授
業
や
実
習
体

験
、
過
去
問
題
を
使
っ
た
入
試
対

策
説
明
会
、
学
内
見
学
ツ
ア
ー
、

学
生
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
、
充
実

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

詳
細
は
、
同
大
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
公
式
ア
プ
リ
（
無
料
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

湘
南
医
療
大
学
（
横
浜
市
戸
塚

区
）
は
、
６
月
27
日
㈯
に
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
は
10
時
か
ら
15
時
で
、
入
退

場
は
自
由
で
す
。

　

受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
、

医
療
系
に
進
学
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
高
校
１
・
２
年
生
の
ほ
か
、

保
護
者
も
対
象
に
、同
大
で
の「
学

び
」が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
、

学
校
説
明
会
・
入
試
説
明
会

看
護
師
を
目
指
す
方
、必
見
！

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

医
療
大
な
ら
で
は
の「
学
び
」の
体
感
を
！

湘
南
医
療
大
学

リ
ハ
ビ
リ
現
場
か
ら

達
成
感
と
感
動
の
職
業
・
セ
ラ
ピ
ス
ト

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
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ふれあい鎌倉ホスピタルの外観

今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
俺、頑張る。

該当資格免許必須

正社員

車免許必須

補助有

キャリアアップ制度有

正 補

ユニフォーム貸与
まずはお電話またはメールで
ご連絡ください。必要書類など
をお伝えいたします。

応 

募
☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp（採用担当）

有限会社 エフ．アンド．ユアライフ
〒253-0084 神奈川県茅ヶ崎市円蔵370-20 ３F

設備工事・管理・点検 現場エリア／茅ヶ崎・大和・横浜ほか

堅実な医療グループでの点検・修繕作業現場で使える
資格を活かして

年間１２１日＋夏季休暇３日、年次有給休暇、慶弔休暇 ほか休 日

8：30～17：30（休憩６０分）時 間 賞 与 昇 給

各種保険完備、ユニフォーム貸与、交通費支給（上限５万円）、医療費補助（指定病院・薬局で全額） ほか待 遇

年３回（昨年実績４カ月分） 年１回

職 種
・

  給 与※

● 電気主任技術者（第三種以上）　　想定年収 55０万円以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〈経験５年以上の場合〉
● 電気工事士（第一種または第二種）　    想定年収 ４5０万円以上 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〈経験３年以上・第二種の場合〉

やる気と経験
を

必要としていま
す！！！！

●消防設備士
●管工事施工
  管理技士
●貯水槽清掃
   作業従事者

このほかこのほか

大募集！大募集！
などもなども

※表示給与は目安。経験内容や能力によって個々に決定します。試用期間３カ月あり。

　

透
析
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

は
、「『
信
頼
の
技
術
と
、
安
心
の

治
療
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
当
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。　

各
種
入
院
が
可
能

　

入
院
病
棟
は
、「
一
般
病
棟
」「
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
」「
障
害
者
施
設
等
一
般
病
棟
」

を
有
し
、
複
雑
化
し
て
い
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
設

置
さ
れ
た
医
療
環
境
で
す
。

　

特
に
「
障
害
者
施
設
等
一
般
病

棟
」
は
、
鎌
倉
市
や
近
隣
の
逗
子

市
・
葉
山
町
に
な
く
、
こ
れ
ま
で

遠
方
の
病
院
を
受
診
し
て
入
院
手

続
き
を
と
っ
て
き
た
地
域
住
民
か

ら
、「
遠
く
の
病
院
へ
行
か
な
く

て
す
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
声

が
届
い
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
同

院
ス
タ
ッ
フ
は
「
療
養
生
活
に
お

い
て
、
患
者
さ
ま
が
そ
の
人
ら
し

く
、
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
を
整

え
、
多
職
種
間
で
連
携
し
て
ケ
ア

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
が
ん
末
期
や
指
定
難

病
、
特
殊
疾
患
の
医
療
処
置
を
必

要
と
す
る
場
合
も
、
そ
の
治
療
を

続
け
な
が
ら
透
析
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
脳
卒
中
や

骨
折
の
手
術
を
経
た
透
析
患
者

に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
な
場
合
は
、
専
属
の
リ
ハ
ビ
リ

療
法
士
か
ら
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ

を
入
院
透
析
中
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

通
院
で
の
透
析
治
療
（
外
来
透

析
）は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
、シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
も
あ
り
ま
す
。

ン
タ
ー
」
で
は
、
人
工
透
析
（
血

液
透
析
）
患
者
の
受
け
入
れ
を
、

最
大
１
０
０
人
ま
で
可
能
に
し
て

い
ま
す
。　

ま
た
、
血
液
透
析
を

行
な
っ
て
い
る
患
者
の

多
く
は
、
３
カ
月
以
上

の
入
院
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
現
状
で
す
が
、

同
院
は
、
透
析
治
療
を

継
続
し
な
が
ら
「
長
期

療
養
」
が
可
能
な
病
院

で
す
。
入
院
し
た
ま
ま

で
、
安
心
し
て
透
析
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で

透
析
治
療
に
強
い
地
域
病
院

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

（
河
面
吉
彦
院
長
）
の
「
透
析
セ

　

今
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
は
、
多
機
能
病
院
と
し

て
再
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
鎌
倉
市
や
逗
子
市
、
葉
山
町
に
と
っ
て
、
同
院
の
「
障
害

者
施
設
等
一
般
病
棟
」
は
、地
域
医
療
に
寄
与
す
る
象
徴
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚労省「病院の機能に応じた分類（イメージ）」から抜粋、作成

一般病棟一般病棟
回復期

リハビリテーション
病棟

回復期
リハビリテーション

病棟

障害者施設等一般病棟
国が定める重度の障害者のほ
か、意識障害や神経難病、人
工呼吸器管理を必要とする患
者などが入院対象。入院期間
の制限がなく、自宅への退院
や他施設への転院が可能。

緩和ケア
病棟
緩和ケア
病棟

特殊疾患
病棟

特殊疾患
病棟

え
て
い
る
患
者
の
ほ
か
、
地
域
の

医
療
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
対
応
に

よ
っ
て
、
維
持
期
に
お
け
る
呼
吸

器
装
着
患
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を

含
め
て
、
幅
広
く
行
な
っ
て
い
る

病
院
も
あ
り
ま
す（
鎌
倉
市
の「
ふ

れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
な

ど
）。療

養
に
必
要
な
環
境
を

　

長
期
に
わ
た
る
入
院
が
必
要
な

患
者
が
、
そ
の
人
ら
し
く
快
適
な

療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、
医
療
機
関
に

お
い
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
多

く
の
病
院
現
場
で
は
、
病
棟
の
看

護
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
多
職

種
が
連
携
し
て
、
治
療
・
ケ
ア
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
期
入
院
を
経
て
、
自
宅
へ
の

退
院
準
備
が
整
っ
た
患
者
や
、
他

施
設
で
の
対
応
が
可
能
な
状
態
に

な
り
、
転
院
で
き
る
ま
で
に
な
っ

「
障
害
者
病
棟
」
と
は

　

正
式
に
は
「
障
害
者
施
設
等
一

般
病
棟
」
と
い
い
ま
す
。

　

疾
患
な
ど
に
よ
っ
て
重
度
の
肢

体
不
自
由
を
抱
え
て
い
た
り
、
意

識
障
害
の
状
態
や
、
神
経
難
病
、

慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
治
療
が

必
要
と
な
っ
た
患
者
な
ど
が
入
院

し
て
、
専
門
的
な
ケ
ア
の
下
で
療

養
す
る
た
め
の
病
棟
で
す
。

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
慢
性

的
な
病
状
や
、
重
度
の
障
害
を
抱

　

そ
の
中
で
も
、
通
称
「
障
害
者

病
棟
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
病
棟
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

入
院
機
能
を
有
す
る
医
療
機
関

の
病
棟
に
は
、
種
類
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。 　

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
医
療
現
場
で
よ
り
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
時
代
と
と
も
に
整
備
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
病
院
機
能

に
応
じ
て
専
門
別
に
分
類
さ
れ
た
病
棟
（
病
床
）
が
あ
り
ま
す
。

た
患
者
に
対
し
て
は
、
円
滑
に
退

院
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
も
関
わ
り

ま
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
在
宅
生
活
へ
復
帰

で
き
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
に
お

い
て
、
包
括
的
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
代
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

こ
の
「
障
害
者
施
設
等
一
般
病

棟
」
以
外
に
も
、「
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」「
特
殊

疾
患
病
棟
」「
緩
和
ケ
ア
病
棟
」

な
ど
を
は
じ
め
、
専
門
的
な
ケ
ア

と
療
養
を
実
施
し
て
い
る
病
棟
が

存
在
し
ま
す
。

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
世
界

一
の
長
寿
国
家
と
な
っ
た
日
本
で

は
、
複
雑
化
し
て
い
る
現
代
の
医

療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
各
医
療
現
場
で
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
院
期
間
は
定
め
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
ご
自
宅
へ
の
退
院
に
向
か

わ
れ
て
い
る
患
者
さ
ま
や
、
他
施

設
で
の
対
応
が
可
能
に
な
り
転
院

準
備
が
整
っ
た
患
者
さ
ま
に
対

し
、
丁
寧
な
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
在
宅
支

援
（
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
・
訪

問
介
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
し
っ
か
り
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

「透析センター」と担当スタッフ「透析センター」と担当スタッフ

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

最
大　
人
の
透
析
治
療
に
対
応
、入
院
透
析
も

病
院
に
あ
る
専
門
病
棟
の
種
類
に
つ
い
て

100

JR横須賀線JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り

ココ駅徒歩
3分

ふれあい鎌倉ホスピタル医療法人
大 樹 会

〒248-0012 神奈川県鎌倉市御成町9-5

☎０４６７‒２３‒１１１１

病 

棟

一般病棟

回復期
リハビリテーション

病棟

障害者施設等
一般病棟

診
療
科
目

総合診療科（内科） 循環器内科
神経内科呼吸器内科 外科

乳腺外科肛門外科消化器外科
脳神経外科 整形外科 放射線科

リハビリテーション科 腎臓内科（人工透析治療）

主
な
検
査・設
備
等

■超音波   ■心電図   ■内視鏡 
■マルチスライスCT  ■ＭＲＩ
■マンモグラフィー 
■救急処置室  ■手術室
■内視鏡室  ■人工透析室
■リハビリテーション室　 など

在
宅
支
援

■訪問診療
■訪問看護
■訪問介護
■訪問リハビリテーション
■通所リハビリテーション
■居宅介護支援事業

8：30～11：30午前

13：30～16：30午後

MAPMAP

４１
開院

外
来
受
付

脳神経外科
河面 吉彦院長
脳神経外科
河面 吉彦院長

神経内科
峰野 元明名誉院長
神経内科

峰野 元明名誉院長
外科

山川 満副院長
外科

山川 満副院長
外科

小島 淳一医師
外科

小島 淳一医師
外科

山田 一医師
外科

山田 一医師
内科〈血液内科〉
小山 高敏医師
内科〈血液内科〉
小山 高敏医師

整形外科
千葉 千絵里医師
整形外科

千葉 千絵里医師
整形外科
須賀 雄一医師
整形外科
須賀 雄一医師
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